
・ 治⽔、利⽔の目的を達成するため、「トンネル式放流設備」を建設します。
・ ダムの放流機能を⾼めることで、ダム湖の⽔をより効率的に使えるようにします。

□ 既存施設である天ヶ瀬ダムにトンネル式放流設備を
新設することにより、治水・利水の機能を増強します。

天ケ瀬ダム再開発事業概要

台風13号により甚大な被害を受ける

淀川水系改修基本計画決定

天ヶ瀬ダム完成

台風24号等における洪水により甚大な被害を受ける

京都府営水道より0.6m3/sの増量申請

淀川水系工事実施基本計画の改訂

関西電力（株）より夏期の増加申請

予備調査着手

建設事業着手

基本計画策定（建設省告示第996号）

河川法改正

工事用道路着手

淀川水系河川整備基本方針策定

淀川水系河川整備計画策定

トンネル本体工事着手

天ケ瀬ダム再開発事業完成予定
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■ トンネル式放流設備の建設（放流能力の増強）

■ 天ケ瀬ダム再開発事業の経緯
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計 画 放 流 量 600 m3/s(EL.72.0m)

延 長 617 ｍ

トンネル式放流設備

堤頂長：254m
堤 高： 73m
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